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リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
は
、
バ
ル
ト
三

国
の
な
か
で
最
も
南
に
位
置
し
、
面
積

は
北
海
道
の
約
３
分
の
２
、
人
口
２
８

０
万
人
の
小
国
で
あ
る
。
中
世
に
は
バ

ル
ト
海
か
ら
黒
海
に
ま
で
領
土
を
拡
大

し
た
大
公
国
だ
っ
た
栄
光
の
歴
史
が
あ

り
、
首
都
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
の
旧
市
街
は

世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
。
約
４
０
０

０
の
湖
沼
群
を
も
つ
平
坦
な
低
地
が
広

が
り
、
農
業
分
野
で
は
酪
農
大
国
で
、

乳
製
品
が
加
工
輸
出
食
品
の
３
割
を
占

め
る
。
古
く
か
ら
亜
麻
繊
維
産
業
が
盛

ん
で
、
日
本
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

ヘ
ン
プ
の
歴
史
は
古
く
、
リ
ト
ア
ニ

ア
語
で
“K

anapė

”
と
呼
ば
れ
親
し

ま
れ
て
い
た
。
最
も
古
い
の
は
、
紀
元

前
３
０
０
０
年
前
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ

れ
た
ヘ
ン
プ
の
種
子
と
紐
、
網
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
は
栽

培
が
廃
れ
た
。

Ｅ
Ｕ
加
盟
27
カ
国
で 

最
も
遅
れ
て
合
法
化

リ
ト
ア
ニ
ア
は
ソ
連
崩
壊
後
の
１
９

９
１
年
に
独
立
し
た
。
04
年
に
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
加
盟
後
も
、「
麻
薬
お
よ

び
向
精
神
薬
管
理
法
第
７
条
」
に
よ
り
、

ヘ
ン
プ
を
含
む
す
べ
て
の
大
麻
草
の
栽

培
を
禁
じ
た
。
同
じ
年
に
Ｅ
Ｕ
に
加
盟

し
た
バ
ル
ト
三
国
の
、
加
盟
以
前
に
合

法
化
し
た
ラ
ト
ビ
ア
（
本
誌
20
年
12
月

号
）
や
、
加
盟
後
す
ぐ
に
合
法
化
し
た

エ
ス
ト
ニ
ア
（
本
誌
19
年
9
月
号
）
と

は
異
な
り
、
近
年
ま
で
Ｅ
Ｕ
で
唯
一
の

ヘ
ン
プ
栽
培
禁
止
国
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
試
験
栽
培
は
08
～
09
年

に
一
部
の
研
究
機
関
で
開
始
さ
れ
、
そ

の
後
、
民
間
に
１
０
０
ha
規
模
で
栽
培

が
広
が
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
規
則
が
国
内
法
よ

り
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
担
保
に
、
イ
ギ

リ
ス
や
ド
イ
ツ
で
も
行
な
わ
れ
た
措
置

に
よ
る
。
実
践
が
先
行
し
た
こ
と
で
法

整
備
が
進
み
、
13
年
に
「
産
業
用
大
麻

法
Ⅶ

－

３
３
６
」
が
制
定
さ
れ
た
。
同

法
は
14
年
に
施
行
さ
れ
、
ヘ
ン
プ
は
農

業
省
の
州
作
物
局
の
管
轄
と
な
っ
た
。

栽
培
可
能
な
品
種
は
、
Ｅ
Ｕ
規
則
と
同

じ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
０
・
２
％
以
下
に
限

ら
れ
、
農
場
ご
と
に
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
の
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
27
カ
国
で
最
も
遅
い
合
法
化
だ

っ
た
が
、
初
年
度
の
14
年
か
ら
栽
培
面

積
は
１
０
０
０
ha
を
超
え
、
5
年
後
の

19
年
に
は
９
１
８
２
ha
を
記
録
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
す
べ
て
の
経
済
活
動

が
停
滞
し
た
20
年
で
も
５
０
０
０
ha
を

超
え
て
い
る
（
図
１
）。
20
年
の
栽
培
者

は
、
２
３
２
名
、
７
１
７
カ
所
の
農
場

を
数
え
る
。
同
国
内
で
は
欧
州
農
業
植

物
品
種
カ
タ
ロ
グ
に
収
載
さ
れ
て
い
る

79
品
種
の
う
ち
22
品
種
が
栽
培
さ
れ
、

品
種
ご
と
の
栽
培
面
積
シ
ェ
ア
は
、
繊

維
と
種
子
が
両
方
活
用
で
き
る

「F
utura

75
」
が
45
％
、
食
用
オ
イ
ル

に
適
し
た
「F

inola

」
が
26
％
、
Ｔ
Ｈ

Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）

が
と
も
に
ゼ
ロ
％
の
「Santhica70

」

が
５
％
で
あ
る
。
欧
州
で
高
栄
養
価
の

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
と
し
て
認
知
度
が
高

ま
っ
て
い
た
ヘ
ン
プ
種
子
の
食
品
利
用

を
中
心
に
、
同
国
の
ヘ
ン
プ
栽
培
が
広

が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

繊
維
利
用
を
活
気
づ
け
た 

最
新
鋭
の
巨
大
一
次
加
工
場

ヘ
ン
プ
繊
維
業
界
で
は
、
バ
ル
ト
三

国
に
お
い
て
最
大
に
し
て
最
新
鋭
の
一

リトアニア
ＥＵで最も合法化が遅れた国
種子・繊維からＣＢＤ製品に門戸開く
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赤星 栄志 あかほし よしゆき

図1：リトアニアのヘンプ栽培面積の推移（ha）
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次
加
工
場
が
19
年
に
完
成
し
た
（
図

３
）。
建
設
し
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
イ
バ

ー
社
に
よ
る
と
、
建
物
敷
地
は
７
０
０

０
㎡
、投
資
額
は
８
２
０
万
ユ
ー
ロ
（
約

10
億
６
０
０
０
万
円
）
と
い
う
。
収
穫

し
た
ヘ
ン
プ
の
茎
か
ら
繊
維
と
オ
ガ
ラ

を
分
離
す
る
一
次
加
工
ラ
イ
ン
は
、
世

界
各
地
で
小
規
模
な
も
の
か
ら
大
規
模

な
も
の
ま
で
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
同

工
場
に
導
入
さ
れ
た
の
は
ベ
ル
ギ
ー
の

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
社
製
で
あ
る
（
本
誌
19

年
8
月
号
）。
ヘ
ン
プ
藁
束
の
年
間
処
理

量
は
3
万
ｔ
の
能
力
を
有
し
、
ヘ
ン
プ

繊
維
、
オ
ガ
ラ
、
ヘ
ン
プ
ペ
レ
ッ
ト
燃

料
を
生
産
す
る
。

原
料
調
達
で
は
、
な
る
べ
く
繊
維
の

収
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、
繊
維
含
有

量
が
30
～
35
％
と
か
な
り
高
い
品
種

「F
utura

75
」
の
栽
培
を
農
業
事
業
体

と
提
携
し
委
託
し
て
い
る
。
花
が
咲
く

前
に
収
穫
す
る
と
品
質
の
良
い
繊
維
が

採
れ
る
た
め
、
ヘ
ン
プ
の
藁
束
は
乾
燥

重
量
で
１
ha
当
た
り
約
７
ｔ
と
一
般
的

な
種
子
や
花
穂
、
葉
を
含
む
収
量
（
15

～
25
ｔ
／
ha
）
よ
り
少
な
い
。
同
工
場

の
年
間
処
理
量
の
３
万
ｔ
は
約
４
２
０

０
ha
の
収
穫
量
に
相
当
す
る
。

同
社
は
、
建
築
資
材
や
製
紙
、
織
物

向
け
の
ヘ
ン
プ
繊
維
の
ほ
か
、
自
社
製

の
ヘ
ン
プ
繊
維
と
再
生
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

繊
維
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
、
テ

ン
セ
ル
（
再
生
セ
ル
ロ
ー
ス
繊
維
）
を

混
紡
し
た
細
い
糸
を
開
発
し
た（
図
４
）。

ヘ
ン
プ
30
％
混
紡
糸
は
３
種
類
の
混
紡

繊
維
に
そ
れ
ぞ
れ
40
Ｎ
ｍ
（
メ
ー
ト
ル

番
手
）
と
50
Ｎ
ｍ
が
あ
る
。

同
工
場
で
は
、
衣
料
品
向
け
の
綿
化
ヘ

ン
プ
繊
維
、
漂
白
し
た
ヘ
ン
プ
繊
維
な
ど

の
製
造
工
程
で
、「
エ
コ
テ
ッ
ク
ス
R
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
１
０
０
」
認
証
を
取
得
し

て
い
る
。
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
繊
維

製
品
の
安
全
性
や
人
権
や
環
境
負
荷
に

配
慮
し
た
工
場
で
あ
る
こ
と
を
保
証

し
、
同
社
の
ヘ
ン
プ
製
品
に
付
加
価
値

を
与
え
て
い
る
。
ヘ
ン
プ
混
紡
糸
が
衣

料
、
小
物
、
寝
装
具
、
イ
ン
テ
リ
ア
、

衛
生
品
な
ど
に
幅
広
く
展
開
し
、
ヘ
ン

プ
繊
維
が
代
表
的
な
天
然
繊
維
に
台
頭

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

全
草
利
用
の
法
案
可
決 

Ｃ
Ｂ
Ｄ
事
業
に
追
い
風

前
述
し
た
13
年
に
制
定
さ
れ
た
産
業

用
大
麻
法
Ⅶ

－

３
３
６
で
は
、
日
本
の

大
麻
取
締
法
と
同
じ
く
、
利
用
可
能
な

ヘ
ン
プ
の
部
位
は
茎
と
種
子
に
限
ら
れ

て
い
た
。
ヘ
ン
プ
の
花
穂
や
葉
に
多
く

含
ま
れ
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
、
神
経
保
護
、
抗

け
い
れ
ん
、
抗
炎
症
、
抗
不
安
、
抗
精

神
疾
患
、
睡
眠
改
善
、
抗
が
ん
、
鎮
痛

な
ど
の
作
用
を
持
つ
機
能
性
成
分
で
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
の
世
界
的
な
市
場
拡
大
は

目
覚
ま
し
い
。
し
か
し
、
同
国
で
の
事

業
化
は
輸
入
原
料
頼
み
だ
っ
た
。

20
年
12
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
事

業
者
が
、
花
穂
由
来
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
の

販
売
の
違
法
性
に
つ
い
て
争
っ
た
裁
判

で
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
を

麻
薬
単
一
条
約
で
定
め
る
麻
薬
成
分
で

は
な
く
、
Ｅ
Ｕ
圏
内
に
お
け
る
流
通
は

合
法
で
あ
る
」
と
い
う
判
決
を
下
し
た
。

リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
、
こ
の
判
決
を
受
け

て
21
年
6
月
に
、
ヘ
ン
プ
の
花
穂
や
葉

を
含
む
全
草
を
利
用
可
能
に
す
る
法
案

が
可
決
さ
れ
た
の
だ
。
こ
の
法
律
改
正

に
よ
り
、食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、飲
料
、

化
粧
品
、
電
子
タ
バ
コ
な
ど
の
多
種
多

様
な
Ｃ
Ｂ
Ｄ
関
連
製
品
の
、
原
料
生
産

か
ら
製
造
販
売
ま
で
す
べ
て
を
国
内
で

展
開
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
合
法
化
は

遅
れ
た
が
、
実
需
に
合
わ
せ
た
法
整
備

は
着
実
に
前
進
し
て
い
る
。

図2：広大なリトアニアのヘンプ畑

図3：10億円を投じて建設された最新鋭の一次加工場

図４：綿化ヘンプ繊維とヘンプ混紡糸

出典：https://www.naturalfiber.eu


